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１．経営成績（平成２５年４月１日～平成２５年９月３０日） 

正味収入保険料 経 常 利 益 中間純利益

百万円 百万円 百万円

　平成２６年３月期中間期 ７，１７７ １，２４４ ７８１

　平成２５年３月期中間期 ７，０６２ １，１１１ ７３７

円 銭 ％ ％

　平成２６年３月期中間期 １，９５３ ８９ ４２．１ ４５．８

　平成２５年３月期中間期 １，８４３ ３６ ４１．９ ４７．６

正味損害率 正味事業費率１株当たり中間純利益

（注）金額は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は四捨五入により表示しております。また、マイナスの場合は

△表示しております。以下の諸表も同様であります。 

○正味損害率 ･･･ 
正味支払保険金＋損害調査費 

×１００ 
正味収入保険料 

○正味事業費率 ･･･
諸手数料及び集金費＋営業費及び一般管理費 

×１００ 
正味収入保険料 

なお、営業費及び一般管理費は保険引受に係るものに限ります。 

２．財政状態（平成２５年９月３０日現在） 

総 資 産 純 資 産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

　平成２６年３月期中間期 ７９，３１９ ５８，０８８ ７３．２

　平成２５年３月期 ８０，１１５ ５７，８９９ ７２．３

（参考） 自己資本   平成 26 年 3月期中間期   58,088 百万円  平成 25 年 3月期   57,899 百万円 

３．配当の状況 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円　　　銭 円　　　銭 円　　　銭 円　　　銭 円　　　銭

 平成２５年３月期 ― ― ― １，０２１　２６ １，０２１　２６

 平成２６年３月期 ― ―

年間配当金



 

４．その他  

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更         ： 無 

② ①以外の会計方針の変更                 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更                 ：  無 

④ 修正再表示                     ： 無 

（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 

 （自己株式を含む） 
平成 26 年 3 月期中間期 400,000 株 平成 25年 3月期 400,000 株

② 期末自己株式数 平成 26 年 3 月期中間期 ―  株 平成 25年 3月期 ―  株
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１．当中間期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

・保険引受収益が７６億６２百万円、資産運用収益が３億４１百万円となり、経常収益は８０億

８百万円となりました。一方、保険引受費用が４８億２２百万円、営業費及び一般管理費が 

１９億３９百万円となり、経常費用は６７億６３百万円となりました。 

・この結果、経常利益は１２億４４百万円となりました。経常利益に特別損失、法人税及び住民

税、ならびに法人税等調整額を加減した中間純利益は７億８１百万円となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

・当中間会計期間の総資産は、前事業年度に比べて７億９５百万円減少し、７９３億１９百万円

となりました。純資産については、前事業年度に比べて１億８９百万円増加し、５８０億 

８８百万円となりました。 
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２．中間財務諸表

（単位：百万円、％）

金     額 構成比 金     額 構成比

　

2,957 3.69 1,823 2.30

69,251 86.44 70,476 88.85

1 0.00 1 0.00

3,651 4.56 3,662 4.62

1,360 1.70 1,328 1.67

2,359 2.95 1,483 1.87

そ の 他 の 資 産 2,359 1,483

533 0.67 543 0.68

△0 △0.00 △0 △0.00

80,115 100.00 79,319 100.00

20,053 25.03 19,587 24.69

　（１）中間貸借対照表

当中間会計期間前事業年度

有 価 証 券

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金

（平成25年3月31日) （平成25年9月30日)科　　　目　　　　　

そ の 他 資 産

貸 付 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

繰 延 税 金 資 産

資 産 の 部 合 計

（ 負 債 の 部 ）

貸 倒 引 当 金

保 険 契 約 準 備 金

支 払 備 金 5,304 5,216

責 任 準 備 金 14,748 14,371

1,965 2.45 1,438 1.81

未 払 法 人 税 等 138 413

そ の 他 の 負 債 1,826 1,024

110 0.14 112 0.14

86 0.11 92 0.12

価 格 変 動 準 備 金 86 92

22,215 27.73 21,230 26.77

52,000 64.91 52,000 65.56

1,455 1.82 1,455 1.83

資 本 準 備 金 1,455 1,455

3,597 4.49 3,970 5.01

利 益 準 備 金 2,106 2,188

そ の 他 利 益 剰 余 金 1,490 1,781

繰 越 利 益 剰 余 金 1,490 1,781

57,052 71.21 57,425 72.40

846 1.06 663 0.84

846 1.06 663 0.84

57,899 72.27 58,088 73.23

80,115 100.00 79,319 100.00

そ の 他 負 債

賞 与 引 当 金

資 本 金

負 債 の 部 合 計

特 別 法 上 の 準 備 金

（ 純 資 産 の 部 ）

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

資 本 剰 余 金

純 資 産 の 部 合 計

その他有価証券評価差額金

利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計
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（貸借対照表の注記） 

１． 会計方針に関する事項は以下のとおりであります。 

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法は次のとおりであります。 

①  満期保有目的の債券の評価は、償却原価法により行っております。 

②  その他有価証券のうち時価のあるものの評価は、中間会計期間の末日の市場価格等に

基づく時価法により行っております。なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、

また、売却原価の算定は移動平均法に基づいております。 

③  その他有価証券のうち時価のないものの評価は、移動平均法に基づく原価法により行っ

ております。 

（２） 有形固定資産の減価償却は定率法により行っております。ただし、平成１０年４月１日以

降に取得した建物（建物付属設備を除く）については、定額法により行っております。 

（３） 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却は、利用可能期間に基づ

く定額法によっております。 

（４） 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行っ

ております。 

（５） 貸倒引当金は、債権の貸倒れによる損失に備えるため、資産の自己査定基準及び償却・引

当基準に基づき、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実

が発生している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債が発生して る債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥 て る債務者に対する債

権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額

等を控除し、その残額を引き当てております。 

今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権

額から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額

のうち、債務者の支払能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。 

上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率

を債権額に乗じた額を引き当てております。 

また、全ての債権は資産の自己査定基準に基づき、勘定科目主管部が資産査定を実施し、

当該部から独立した業務監査部が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の

引当を行っております。 

（６） 賞与引当金は、従業員の賞与に充てるため、中間会計期間末の支給見込額を基準に計上し

ております。 

（７） 価格変動準備金は株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第１１５条の規定

に準じて計上しております。 

（８） 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般

管理費等の費用は税込方式によっております。 

なお、資産に係る控除対象外消費税等はその他の資産に計上し、５年間で均等償却を行っ

ております。 
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２． 金融商品の時価等に関する事項 

平成２５年９月３０日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めて

おりません（注２）。 

（単位：百万円） 

 中間貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

① 現金及び預貯金 １，８２３ １，８２３ － 

② 有価証券  

満期保有目的の債券 １４，８２７ １５，５６４ ７３７ 

その他有価証券 ５５，６４８ ５５，６４８ － 

③ 代理店貸 １，０５４ １，０５４ － 

資産計 ７３，３５４ ７４，０９１ ７３７ 

  (注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券取引に関する事項 

   資産 

    ① 現金及び預貯金 

      満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっています。 

    ② 有価証券 

      これらの時価については、中間会計期間の末日の市場価格等によっております。なお、

保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。 

（ ） 満期保有 的 債券 種類ご 中 貸借 照表計上額 時価     （ⅰ） 満期保有目的の債券において、種類ごとの中間貸借対照表計上額、時価及びこ

れらの差額については、次のとおりであります。なお、当中間会計期間中に売却

した満期保有目的の債券はありません。 

（単位：百万円） 

 
種類 

中間貸借対照表

計上額 
時価 差額 

時価が中間貸借対照表

計上額を超えるもの 
公社債 １２，８０５ １３，５５７ ７５１

時価が中間貸借対照表

計上額を超えないもの 
公社債 ２，０２１ ２，００７ △１４

合計 １４，８２７ １５，５６４ ７３７
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（ⅱ） その他有価証券の当中間会計期間中の売却額は１５０百万円であり、売却益の

合計額は０百万円であります。また、その他有価証券において、種類ごとの中間

貸借対照表計上額、取得原価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。 

（単位：百万円） 

 
種類 

中間貸借対照表

計上額 
取得原価 差額 

中間貸借対照表計上額

が取得原価を超えるも

の 

公社債 ５２，０６１ ５１，０９１ ９７０

株式 － － －

小計 ５２，０６１ ５１，０９１ ９７０

中間貸借対照表計上額

が取得原価を超えない

もの 

公社債 ３，５８６ ３，５９８ △１２

株式 － － －

小計 ３，５８６ ３，５９８ △１２

合計 ５５，６４８ ５４，６９０ ９５７

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めてお

りません。 

     （ⅲ） 上記の表中にある「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。当中間会

計期間において、減損処理を行った有価証券はありません。 

     （ⅳ） 当中間会計期間中において、保有目的が変更となった有価証券はありません。 

    ③ 代理店貸 

      短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ

ておりますっております。 

  (注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は、次のとおりであり、「資

産 ②有価証券 その他有価証券」には含めておりません。 

      非上場株式（中間貸借対照表計上額１百万円）は、市場価格がなく、かつ、将来キャ

ッシュ・フローを見積もることができないことから時価開示の対象とはしておりませ

ん。 

  (注３) 金銭債権及び満期のある有価証券の中間決算日後の償還予定額 

（単位：百万円） 

 
１年以内 

１年超 

５年以内 

５年超 

１０年以内 
１０年超 

現金及び預貯金 

 預貯金 

有価証券 

満期保有目的の債券 

  国債 

  地方債 

  社債 

 その他有価証券のう

ち満期があるもの 

  国債 

  地方債 

  社債 

代理店貸 

１，８２０

－

－

－

６，５１５

３２５

２，１００

１，０５４

－

－

－

－

２６，７６４

１，０００

２８０

－

－

４，２６０

－

－

１６，９４７

－

－

－

 

－ 

 

 

９，６２０ 

－ 

－ 

 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

合計 １１，８１５ ２８，０４４ ２１，２０７ ９，６２０ 
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３． 賃貸等不動産の時価に関する事項 

賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額及び中間決算日における時価は、前事業年度の末日と比し

て著しい変動が認められないため、記載を省略しております。 

４．（１） 支払備金の内訳は次のとおりであります。 

支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） ５，０５２百万円 

同上にかかる出再支払備金 ２４７百万円 

差引（イ）  ４，８０４百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金（ロ） ４１１百万円 

計（イ＋ロ） ５，２１６百万円 

（２） 責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金（出再責任準備金控除前） ７，８７０百万円 

同上にかかる出再責任準備金 ２，５２３百万円 

差引（イ） ５，３４６百万円 

その他の責任準備金（ロ） ９，０２５百万円 

計（イ＋ロ） １４，３７１百万円 

５． 中間会計期間の末日後に、当中間会計期間が属する事業年度(当中間会計期間を除く)以降の財産又

は損益に重要な影響を及ぼす事象は生じておりません。 

６． 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（単位：百万円）

経　　常　　収　　益　　 8,985 8,008

8,618 7,662

(うち正 味 収 入 保 険 料 ) ( 7,062 ) ( 7,177 )

(うち収 入 積 立 保 険 料 ) ( 25 ) ( 5 )

(うち積 立 保 険 料 等 運 用 益 ) ( 14 ) ( 13 )

(うち支 払 備 金 戻 入 額 ) ( － ) ( 88 )

(うち責 任 準 備 金 戻 入 額 ) ( 1,515 ) ( 377 )

365 341

(うち利 息 及 び 配 当 金 収 入 ) ( 379 ) ( 354 )

(うち有 価 証 券 売 却 益 ) ( － ) ( 0 )

(うち積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替 ) ( △ 14 ) ( △ 13 )

（２）中間損益計算書

保 険 引 受 収 益

資 産 運 用 収 益

金     額金     額

平成25年9月30日まで

当中間会計期間

平成25年4月1日から平成24年4月1日から

平成24年9月30日まで科　　　目　　　　　

前中間会計期間

1 4

経　　常　　費　　用 7,874 6,763

5,852 4,822

(うち正 味 支 払 保 険 金 ) ( 2,636 ) ( 2,673 )

(うち損 害 調 査 費 ) ( 323 ) ( 349 )

(うち諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ) ( 1,389 ) ( 1,400 )

(うち満 期 返 戻 金 ) ( 1,479 ) ( 398 )

(うち支 払 備 金 繰 入 額 ) ( 22 ) ( － )

2,021 1,939

0 1

経    常    利    益 1,111 1,244

特    別    損    失 5 6

1,105 1,237

303 383

65 72

368 455

737 781

保 険 引 受 費 用

そ の 他 経 常 収 益

そ の 他 経 常 費 用

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

中 間 純 利 益

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（損益計算書の注記） 

１．（１） 正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。 

収入保険料 ８，４６０百万円 

支払再保険料 １，２８２百万円 

差引 ７，１７７百万円 

（２） 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。 

支払保険金 ２，８５２百万円 

回収再保険金 １７８百万円 

差引 ２，６７３百万円 

（３） 諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。 

支払諸手数料及び集金費 １，８４５百万円 

出再保険手数料 ４４４百万円 

差引 １，４００百万円 

（４） 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） △１２９百万円 

同上にかかる出再支払備金繰入額 △４４百万円 

差引（イ） △８５百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金繰入額（ロ） △２百万円 

計（イ＋ロ） △８８百万円 

（５） 責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） △３８４百万円 

同上にかかる出再責任準備金繰入額 △２３３百万円 

差引（イ） △１５０百万円 

その他の責任準備金繰入額（ロ） △２２６百万円 

計（イ＋ロ） △３７７百万円 

（６） 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。 

預貯金利息 ０百万円 

有価証券利息・配当金 ２８７百万円 

貸付金利息 ０百万円 

不動産賃貸料 ６６百万円 

その他利息・配当金 ０百万円 

計 ３５４百万円 

２． １株当たりの中間純利益金額は１，９５３円８９銭であります。 

算定上の基礎である中間純利益金額及び普通株式に係る中間純利益金額は７８１百万円、普通株

式の期中平均株式数は４００千株であります。 

潜在株式調整後１株当たりの中間純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

３． 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（単位：百万円）

 株主資本
資本金
　当期首残高 52,000 52,000
　当中間期変動額
　　当中間期変動額合計 － －
　当中間期末残高 52,000 52,000
資本剰余金
　資本準備金
　　当期首残高 1,455 1,455
　　当中間期変動額
　　　当中間期変動額合計 － －
　　当中間期末残高 1,455 1,455
　資本剰余金合計
　　当期首残高 1,455 1,455
　　当中間期変動額
　　　当中間期変動額合計 － －
　　当中間期末残高 1,455 1,455
利益剰余金
　利益準備金
　　当期首残高 2,085 2,106
　　当中間期変動額
　　　利益準備金の積立 21 81
　　　当中間期変動額合計 21 81
　　当中間期末残高 2,106 2,188
　その他利益剰余金

繰越利益剰余金

（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間 当中間会計期間

平成24年4月1日から 平成25年4月1日から
平成24年9月30日まで 平成25年9月30日まで

科 目

　  繰越利益剰余金
　　　当期首残高 640 1,490
　　　当中間期変動額
　　　　利益準備金の積立 △21 △81
　　　　剰余金の配当 △108 △408
　　　　中間純利益 737 781
　　　　当中間期変動額合計 606 291
　　　当中間期末残高 1,247 1,781
　利益剰余金合計
　　当期首残高 2,725 3,597
　　当中間期変動額
　　　剰余金の配当 △108 △408
　　　中間純利益 737 781
　　　当中間期変動額合計 628 373
　　当中間期末残高 3,354 3,970
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（単位：百万円）

株主資本合計
　当期首残高 56,180 57,052
　当中間期変動額
　　剰余金の配当 △108 △408
　　中間純利益 737 781
　　当中間期変動額合計 628 373
　当中間期末残高 56,809 57,425

 評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
　当期首残高 529 846
　当中間期変動額
　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 211 △183
　　当中間期変動額合計 211 △183
　当中間期末残高 740 663
評価・換算差額等合計
　当期首残高 529 846
　当中間期変動額
　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 211 △183
　　当中間期変動額合計 211 △183
　当中間期末残高 740 663

 純資産合計
当期首残高 56,710 57,899
当中間期変動額
　剰余金の配当 △108 △408
中間純利益 737 781

前中間会計期間 当中間会計期間

平成24年4月1日から 平成25年4月1日から
平成24年9月30日まで 平成25年9月30日まで

科 目

　中間純利益 737 781
　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 211 △183
　当中間期変動額合計 839 189
当中間期末残高 57,550 58,088
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（株主資本等変動計算書の注記）

１．　発行済株式の種類及び総数に関する事項は以下のとおりであります。

(単位：株）

当事業年度
期首株式数

当中間会計期間
増加株式数

当中間会計期間
減少株式数

当中間会計期間末
株式数

発 行 済 株 式 400,000 － － 400,000

普通株式 400,000 － － 400,000

合　計 400,000 － － 400,000

２．　配当に関する事項は以下のとおりであります。

配当金支払額

株式の種類 配当金の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

普通株式 408百万円 1,021円26銭 平成25年3月31日 平成25年7月1日

３．　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

該当ありません。

決議

平成25年6月28日
定時株主総会
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

３．補足情報

（単位：百万円、％）

前中間会計期間 当中間会計期間

科　　　目　　　　　 平成24年4月1日から 平成25年4月1日から

平成24年9月30日まで 平成25年9月30日まで

7,571 7,553 △18 △0.2

( 7,546 ) ( 7,548 ) ( 2 ) ( 0.0 )

8,618 7,662 △956 △11.1

（ うち ） ( 7,062 ) ( 7,177 ) ( 115 ) ( 1.6 )

（ うち ） ( 25 ) ( 5 ) ( △20 ) ( △78.7 )

5,852 4,822 △1,030 △17.6

（ うち ） ( 2,636 ) ( 2,673 ) ( 36 ) ( 1.4 )

（ うち ） ( 323 ) ( 349 ) ( 25 ) ( 8.0 )

（ うち ） ( 1,389 ) ( 1,400 ) ( 11 ) ( 0.8 )

（ うち ） ( 1,479 ) ( 398 ) ( △1,081 ) ( △73.1 )

365 341 △23 △6.5

（ うち ） ( 379 ) ( 354 ) ( △25 ) ( △6.6 )

（ うち ） ( － ) ( 0 ) ( 0 ) ( － )

2,021 1,939 △81 △4.0

（ ） ( 1,970 ) ( 1,889 ) ( △80 ) ( △4.1 )

1 2 1 68.4

1,111 1,244 132 11.9

比 較 増 減 増 減 率

経 常 利 益

資 産 運 用 収 益

損 害 調 査 費

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

有 価 証 券 売 却 益

利 息 及 び 配 当 金 収 入

保 険 引 受 収 益

保 険 引 受 費 用

正 味 支 払 保 険 金

正 味 収 入 保 険 料

収 入 積 立 保 険 料

（１）当中間期の損益状況

満 期 返 戻 金

そ の 他 経 常 損 益

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

元 受 正 味 保 険 料 （ 含 む 収 入 積 立 保 険 料 ）

（ 元 受 正 味 保 険 料 ）

保険引受に係る営業費及び一般管理費

（ ） ( 794 ) ( 959 ) ( 164 ) ( 20.7 )

5 6 0 15.9

△5 △6 △0 －

1,105 1,237 131 11.9

303 383 80 26.6

65 72 6 10.4

368 455 87 23.7

737 781 44 6.0

41.9 % 42.1 %

47.6 45.8

(注)保険引受利益＝保険引受収益－(保険引受費用＋保険引受に係る営業費及び一般管理費)±その他収支

なお、その他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税相当額などであります。

法 人 税 等 合 計

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

正 味 事 業 費 率

保 険 引 受 利 益

正 味 損 害 率

税 引 前 中 間 純 利 益

諸

比

率

特 別 損 益

特 別 損 失
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（２）種目別保険料・保険金

元受正味保険料（除く収入積立保険料） （単位：百万円、％）

0.0

正味収入保険料 （単位：百万円、％）

種      目

傷 害

火 災

5 660

金 額

204 2.9 2.9 210 2.9 

80 1 △0 7

金 額 構 成 比
対前年増減

5 622 78 3

構 成 比

平成24年4月1日から

前中間会計期間

（△）率

当中間会計期間

平成25年4月1日から

種      目

（△）率

火 災

対前年増減

－ △0.0 

3.1 

平成24年9月30日まで 平成25年9月30日まで

合 計 7,546 100.0 7,548 

6.7 484 

当中間会計期間

3.4 

平成25年4月1日から

金 額

平成25年9月30日まで

構 成 比

△10.2 

そ の 他 5.0 

100.0 

6.4 508 

前中間会計期間

平成24年4月1日から

平成24年9月30日まで

287 

構 成 比

3.8 

4.0 

5,967 

△0 △0.0 

493 509 

－ － 

6.5 

△0 

－ － 

△0.5 79.1 5,998 79.5 

3.7 

金 額

傷 害

304 

6.7 

8.0 281 労 働 者 災 害 補 償 責 任

自 動 車 損 害 賠 償 責 任

自 動 車

－ 

258 

賠 償 責 任

正味支払保険金 （単位：百万円、％）

火 災

傷 害

自 動 車

自動車損害賠償責任

賠 償 責 任

労働者災害補償責任

そ の 他

合 計

（注）正味損害率は正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

△61 

90 

2,636 41.9 

13.6 31 

32.1 

△1.1 

98 

1,839 

2,673 1.4 42.1 

27 △65.9 

種      目

合 計 7,062 

そ の 他

傷 害

労 働 者 災 害 補 償 責 任

平成24年9月30日まで

5,660 

△11 自 動 車

230 

440 

267 

前中間会計期間

賠 償 責 任

自 動 車 損 害 賠 償 責 任

271 

53 69.6 

10.2 

59 32.8 

80 

51.3 38.6 

19.7 

5.8)(        

0.2)(        

6.1)(        

△21.9)(     

113.1 

平成24年4月1日から

正 味
金 額

対前年増減
金 額

平成25年4月1日から

損 害 率 （△）率

37.3 1,820 

588 133.6 545 △7.3 

－ 65 

△20.5)(     

0.6)(        

－ － －)(         

37.9 

60.4 △28.3 39.7 70 

正 味
損 害 率 (比較増減(△))

1.6 

3.8 

3.7 265 

288 4.0 

3.3 

△20.7)(     

15.2 

7.9 

4.4 3.8 312 

平成25年9月30日まで

15.3 

100.0 7,177 

当中間会計期間

100.0 

482 6.7 9.5 

80.1 

△0.2 

6.2 

△0.7 5,622 78.3 

△0.1 △5 － 
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（３）有価証券

１.満期保有目的の債券
(単位：百万円)

公 社 債 12,837 13,713 875 14,827 15,564 737

外 国 証 券 － － － － － －

そ の 他 － － － － － －

合 計 12,837 13,713 875 14,827 15,564 737

２.その他有価証券
(単位：百万円)

公 社 債 55,189 56,412 1,223 54,690 55,648 957

株 式 － － － － － －

貸借対照表
計上額

時　　価

差     額 取得原価

種　　類

前事業年度 当中間会計期間

（平成25年3月31日) （平成25年9月30日)

貸借対照表
計上額

時　　価 差     額

貸借対照表
計上額

差     額

差     額

種　　類

前事業年度 当中間会計期間

（平成25年3月31日) （平成25年9月30日)

取得原価
貸借対照表
計上額

外 国 証 券 － － － － － －

そ の 他 － － － － － －

合 計 55,189 56,412 1,223 54,690 55,648 957

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含まれていません。
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期 第２四半期決算の概況

（４）単体ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円、％）

(A) 単体ソルベンシー・マージン総額 66,534 67,633

  資本金又は基金等 56,644 57,425

  価格変動準備金 86 92

  危険準備金 53 42

  異常危険準備金 7,682 7,901

  一般貸倒引当金 0 0

  その他有価証券の評価差額（税効果控除前） 1,100 862

  土地の含み損益 515 515

  払戻積立金超過額 － －

  負債性資本調達手段等 － －
  払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等のうち、
  マージンに算入されない額

－ －

  控除項目 － －

  その他 451 794

(B) 単体リスクの合計額

    (Ｒ１＋Ｒ２)
２＋(Ｒ３＋Ｒ４)

２＋Ｒ５＋Ｒ６

一般保険リスク（Ｒ１） 1,650 1,664
第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － －
予定利率リスク（Ｒ３） 11 10
資産運用リスク（Ｒ４） 1,309 1,268
経営管理リ ク（Ｒ ）

2,624 2,585

区分
前事業年度 当中間会計期間

（平成25年3月31日） （平成25年9月30日）

経営管理リスク（Ｒ５） 68 67
巨大災害リスク（Ｒ６） 442 419

(C) 単体ソルベンシー・マージン比率
[(Ａ)／｛(Ｂ)×1/2｝]×100

5,070.5 5,231.0

(注) 「単体ソルベンシー・マージン比率」とは、保険業法施行規則第86条（単体ソルベンシー・マージン）および第
87条（単体リスク）ならびに平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出された比率です。

   ＜単体ソルベンシー･マージン比率＞
・ 損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てております
 が、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合でも、
 十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・ こうした「通常の予測を超える危険」を示す「単体リスクの合計額」（上表の(B)）に対する「損害保険会社が保有している
 資本金・準備金等の支払余力」（すなわち単体ソルベンシー・マージン総額：上表の(A)）の割合を示す指標として、保険業法
 等に基づき計算されたものが、「単体ソルベンシー・マージン比率」（上表の(C)）であります。

・ 「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額であります。
   ①保険引受上の危険     ：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に係る危険を
     （一般保険リスク）     除く。）
     （第三分野保険の保険リスク）
   ②予定利率上の危険     ：実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る危険
     （予定利率リスク）     
   ③資産運用上の危険     ：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し得る危険等
     （資産運用リスク） 
   ④経営管理上の危険     ：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外のもの
     （経営管理リスク）     
   ⑤巨大災害に係る危険   ：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険
     （巨大災害リスク）     

・ 「損害保険会社が保有している資本金･準備金等の支払余力」（単体ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純資
 産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金･異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額であります。

・ 単体ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつですが、その数
 値が200％以上であれば｢保険金等の支払能力の充実の状況が適当である｣とされております。
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（参考資料） 

 

証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況 

 

 

 

①特別目的事業体（SPEs） 

  該当ありません。 

 

②債務担保証券（CDO） 

  該当ありません。 

 

③商業用不動産担保証券（CMBS） 

  該当ありません。 

 

④レバレッジド・ファイナンス 

  該当ありません。 

 

⑤その他 

  当社ではサブプライムローン関連の商品への直接投資はありません。 
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